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  第１３号    令和 ６年 ２月 ５日 

  １月から始まった受験シーズンも、中盤を迎えます。２月６日（火）・７日

（水）には、愛媛県下一斉に、私立高校の一般入試が行われ、本校からは、

FC今治明徳高校に１８人、今治精華高校に２人、新田高校と松山聖稜高校

にそれぞれ１人、合計２２人が入試に挑みます。また、８日（木）には、愛媛県

立高校の推薦入試が行われ、４人が入試に挑みます。さらに、１１日（日）に

は、全国一斉に国立高専・商船の一般入試が行われ、７人が入試に挑みま

す。入試の日まで、健康に留意し、持てる力を十二分に発揮してほしいと思

います。最後は、３月７日（木）・８日（金）に実施される、愛媛県立高校の一般入試を残すのみとなります。既に、

弓削商船高等専門学校や私立高校の推薦入試で合格を決めている人たちも、３月８日（金）の最後の入試の日

まで、受験生たちと共に頑張ってほしいと思います。受験生である３年生全員の健闘を心より祈ります。 

１．ふるさとキャリア教育の代表発表会を行いました。 

 ２年生が、小グループに分かれて、今治市を活性化させるプランを

考え、今治市長様に提案する「ふるさとキャリア教育」を行ってきまし

た。本校の代表グループが決まり、発表を行いました。代表に選ばれ

たグループの案は、大三島のミカンを使ったミカンジュースと、今治

市が誇る今治タオルをコラボさせ、観光客を集めるというものでし

た。住みたい田舎ランキングで、２年連続４部門で１位となった今治市

を、益々全国に売り出そうというすばらしい提案内容でした。 

２．表彰式を行いました。 

 １月３１日（水）に、表彰式を行いました。数々の表彰を行いましたが、愛媛県バスケットボール協会から贈呈

された、中学生の部の優秀選手賞や、「えひめこども美術展」の特選の表彰を行うことができました。表彰を受

けることは、生徒たちの努力の結晶であり、成長の証でもあります。賞状を読み上げ、手渡す瞬間が、生徒た

ちの努力や成長を確信できる喜びの瞬間でもあります。 

３．防犯カメラが設置されました。 

 正門から侵入する不審者を、いち早く発見できる

よう、正門付近を２４時間監視する防犯カメラが設

置されました。これは、学校の安心・安全のため、

今治市教育委員会が設置してくれたものです。生

徒や学校の安心・安全度がより高まりました。 
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４．少年式を挙行いたしました。 

 ２月２日（金）に、令和５年度今治市立伯方中学校の少年式を挙行いたしまし

た。今年度、晴れの少年式を迎えた伯中生は２３人です。この日のために、決意

の言葉を書いた色紙づくりやカラーサンドアートやミニ屏風を作成したり、決意

の言葉や学年合唱の練習に励んできました。決意の言葉の発表では、２年生一

人一人の思いがそれぞれ込められていました。なかでも、「挑戦」を掲げた生徒

が５人いたのが印象に残りました。また、「一人でも多くの人を助けられるような立派な海上自衛官になりた

い。」という、力強い「立志」を発表した生徒もいました。学年合唱も、聴くものの心に響くすてきな歌声でした。 

少年式を期に、より大人への自覚を高め、成長を続けてほしいと思います。 

   

  

家族のきずなエッセイ ２０２３  入選 

「妹」                   ３年生女子 

 

 私は、小学２年生までずっと一人っ子でした。ところが、小２の最初ぐら 

いに、お母さんがなんらかの用事で病院に行きました。その時、私はお父 

さんと駐車場で待っていました。なにも知らない私は、車の中で外をぼー 

っとながめていたのを覚えています。そして、お母さんが戻ってきて、車に乗ってきました。すると、お母さ

んは１枚の写真を私に見せてきました。それは、なんと、小さな小さな命でした。「お姉ちゃんになるよ」と言

われ、涙が出ました。この頃、私が姉になるとは思ってもいませんでした。でも、ずっと欲しかった妹。車の

後部座席で、妹と二人で座ることが夢だった私は、あの時の涙を一生忘れたくありません。９歳も年が離れ

ているけれど、妹は妹だから、一生私が守りたいと思いました。現在は、けんかもするけれど、大切な家族

だということを忘れず、これからの人生を二人で支え合いながら生活したいです。 


